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ぼくは、残ったお金をすべて使い、大きな花束を買った
「うん。ママは花が大好きだから、きっと喜んでくれるぞ!」
花屋の店員さんにお金を払うと、オネットへ向けてテレポートをかける。
ママ、ぼくはもうすぐ帰るよ……。
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「あの……ここはボルヘスの酒場ですよね……」
ぼくらはおずおずとシェーカーを振るっている蝶ネクタイの男に聞いてみた。
「いいえ、そのとおり。私はここのマスターだ」
変なの。ぽくをからかってるんだろうか。そこで今度は客に声をかけてみた。
「へ?フォーサイド?何寝ぼけてるんだよ。ここはムーンサイドだぜ!」
「いやいや違う。そのとおり!ここはいつでも夜の街ムーンサイド!」
何だか、頭が痛くなってきて、ぼくらは深呼吸をしようと外へ出た。
そこで、またまたぼくらの頭は混乱した。だって、さっきまでまっ昼間だったのに、外は
夜でおまけに街にはけばけばしいネオンがあふれているんだもの。作りはフォーサイドとほ
とんどいっしょなのに……。

